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石川 健太
社交不安が高い人にとって，純粋なネガティブな感情を表出することは，他者からのネガティ
ブな評価を予測させるものになる（Kashdan & Breen, 2008; Kashdan & Steger, 2006; Kashdan, 
Volkmann, Breen, & Han, 2007; Spokas, Luterek, & Heimberg, 2009）。そのため，社交不安
が高い人は偽りの感情を表出することで純粋なネガティブな感情を隠し，他者からのネガティブ
な評価を避けるかもしれない。さらに偽りの表情表出を使い，純粋なネガティブ感情を隠すこと
は，社交不安が高い女性よりも男性にとって重要であると考える。ジェンダー・スキーマモデル
（Bem, 1981）では，男性は活動的，競争的などの性役割が期待される一方で，女性は控えめ，
抑制的などの性役割が期待される。このモデルを裏づけるように，男性にとって控えめであるこ
とは性役割と一致せず，女性よりも他者からのネガティブな評価を受ける原因となることが示唆
された（Bacon & Ashmore, 1985; Burch & Cheek, 1995）。社交不安が高い男性にとって，社
会的状況で感情表出を抑制するだけでは，控えめであるなど，ネガティブな評価を受けることに
つながる可能性が高い。社交不安が高い男性がこうしたネガティブな評価を避けるためには，偽
りの感情表出を使うことで純粋なネガティブな感情を隠し，自分自身を活動性が高く，社交的に
見せる必要があると考える。
この仮説を検討するために，本研究では45名（男性21名，女性24名）のモデルから表情刺激
を作成した。モデルの表情は怒り顔，笑い顔，中立顔の3種類があった。モデルを社交不安高群，
低群に分けるために，笹川・金井・村中・鈴木・嶋田・坂野（2004）の短縮版他者からの否定
的評価に対する社会的不安測定尺度を用いた。
表情評定課題ではモデル45名（社交不安高群22名，社交不安低群23名）×3表情（怒り顔，
笑い顔，中立顔），合計で135枚の顔写真を使用した。これらの顔写真に対して，79名（男性63名，
女性16名）の評定者が，モデルの表情表出の強さと社交性を7件法（全く思わない：1点～強く
思う：7点）で評定した。実験計画はモデルの社交不安（高群，低群），モデルの性別（男性，
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女性），モデルの表情（怒り，笑い，中立顔）の被験者間2要因，被験者内1要因の分散分析であっ
た。
顔写真のモデルごとに，感情強度と社交性の評定値の平均値を算出し，被験者間2要因（社交
不安：高群・低群，性別：男性・女性），被験者内1要因（モデルの表情：怒り・笑い・中立顔）
の分散分析を行った。分析の結果，感情強度の評定値において，社交不安と性別の交互作用が
有意であり（F （1, 41） = 5.19, p = .028, η2p = .11），男性では社交不安低群よりも社交不安高群の
方が，感情強度が高く評定された（t （19） = 2.23, p = .03, d = .83）。男性と異なり，女性では，感情
強度の評定値に統計的な有意差はなかった（t （22） = 1.06, p = .30, d = .35）。なお，社交不安，性
別と表情の交互作用は有意ではなかった（F （1, 82） = 1.28, p = .28, η2p = .03）。さらに，社交性の
評定値においても，社交不安と性別の交互作用が有意であり（F （1, 41） = 5.83, p = .02, η2p = .12），
男 性 で は 社 交 不 安 低 群 よりも 社 交 不 安 高 群 の 方 が 社 交 性 が 高 く 評 定 さ れ た 
（t （19） = 2.22, p = .03, d = .72）。一方，女性では社交不安高群と低群で有意差はなかった
（t （22） = 1.09, p = .28, d = .36）。なお，社交不安，性別と表情の交互作用は有意ではなかった
（F （1, 82） = 2.41, p = .09, η2p = .05）。
本研究は社交不安が偽りの感情表出に与える効果を検討した。その結果，社交不安が高い男
性は低い男性よりも，感情強度や社交性が高く評価された。一方，女性においては，社交不安の
高低で，表情表出や社交性の評価にちがいはなかった。この結果は我々の仮説を支持するもの
であり，社交不安が高い男性は，社会的な状況において偽りの感情を強く表出し，社会性を高く
見せた。男性にとって控えめであることは，他者からのネガティブな評価へとつながる（Burch 
& Cheek, 1995）。社交不安が高い男性は，偽りの感情表出を行い，男性の性役割に一致した印
象を他者に伝えることで，ネガティブな評価を避けることが考えられる（Kashdan & Breen, 
2008; Kashdan & Steger, 2006; Spokas et al., 2009）。一方，社交不安が高い女性は低い女性と
偽りの表情表出に差がなかった。この結果は，ジェンダースキーマモデル（Bem, 1981）と一致
するものである。女性の控えめな行動は必ずしもネガティブな評価に結び付かない（Burch & 
Cheek, 1995）。したがって，男性と異なり，社交不安が高い女性は偽りの感情表出を強く行う必
要がないと考える。本研究の結果は，社交不安が高い男女では，社会的な状況に異なる適応方
略をもつことを示唆する。こうした適応方略の違いは，社交不安障害の治療介入においても考慮
する必要があるかもしれない。
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